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Abstract：This study focuses on the declarative adverbs “kitto” and “kanarazu”, and through 
short-essay tasks and multiple-choice tasks seeks to examine how Chinese native speaker learners 
of Japanese acquire these two adverbs, in the context of the development of learners’ interlanguage 
knowledge systems. The results of the study demonstrated that, with regard to sentence-final 
expressions whose usage is constricted by collocation rules, learners of Japanese produced different 
utterances compared to native Japanese speakers. Additionally, differences were apparent in the 
answers given to short-essay tasks compared to the multiple-choice tasks. Lastly, based on the 
results we make suggestions for improving Japanese language education. 
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1982、石神 1987、佐治 1992、小林 1992、兪 1999、呉 1999、張 2002、王 2007 など）。
それぞれの研究者によって、用法の名称が異なるが、解釈に大きなずれはないと考えられ
ている。先行研究をまとめると、「きっと」には「推量」、「意志」、「指示・命令」、「必然」
という 4 つの用法があるが、「必ず」には以上の 4 つの用法以外に「義務」の用法もある。
それぞれの用法の例文は以下のようになる。 
   
「推量」用法： （1）明日はきっと雨が降るでしょう。 
（2）彼は必ず来る。（杉村 2009） 
「意志」用法： （3）おれはきっとあの女を見つけるぞ。（王 2007） 
        （4）二度と私の邪魔をしに来ないように、いつかは必ずお前をわがも
のにしてやるぞ。（王 2007、三島由紀夫『金閣寺』） 
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 (11) ＊土曜日だから、彼は必ず（→きっと）家にいないと思います。（否定） 
  (12) ＊あの人は良く運動する人だから、必ず（→きっと）大丈夫でしょう。（状態） 





















                                                   






















































































































①調査時期：2017 年 6～9 月 
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 ②調査場所：中国（K 大学、Y 大学、A 大学）、日本（T 大学） 
③調査対象者：中国の大学に在籍している日本語専攻の学習者（以下、JFL）97 名 
        日本の大学に在籍している日本語母語話者 60 名 










て 1 問ずつ設定し、合計 10 問である。問題Ⅰは、提示された文章を読んだ後、「きっと」
「必ず」のどちらかを用いて文を作るという 5 つの短文作成問題である。このようなタス
クを通して、学習者が産出した「きっと」「必ず」と共起する文末形式のバリエーションを
考察する。問題Ⅱは選択式問題であり、各設問には a）きっと b）必ず c）a と b どち




表 1 各問題で考察する用法 
短文作成 選択式 用法 
問題 1 問題 1 推量用法 
問題 2 問題 2 意志用法 
問題 3 問題 3 指示・命令用法 
問題 4 問題 4 必然用法 



















1）問題 1 「推量」用法 
問題 1 は「きっと」の推量用法を考察するために設けた。「明日の天気を推測してくだ
さい」という場面設定とした。問題 1 の「きっと」「必ず」と共起する文末形式のバリエ
ーションの調査結果は、下記の表 2 の通りである。 




用率が 5％以下のものを「その他」にまとめた。表 2 に示したように、学習者は 6 種類以
上の文末形式を使用しているが、日本語母語話者は 3 種類しか使用していなかった。 
内訳を見てみると、母語話者の回答でも学習者の回答でも「きっと…だろう」の使用率
が一番高い。ただし、母語話者の使用率は 90％であり、学習者の使用率（39％）の 2 倍
以上である。以下の（19）はその例である。母語話者に多く使用されている（19）が、問







多く使っていることが判明した。具体的に見ると、「きっと…N だ」を使ったものが 18 例
であり、全体の 19％である。「きっと…V る」を使ったものが 11 例、全体の 11％である。
さらに、「必ず…N だ」と「必ず…V る」を使った回答例もあり、それぞれ全体の 11％と
5％を占めている。下記の（20）（21）（22）（23）は回答例である。その他、「必ず…かも
しれない」、「きっと…んです」などの回答例も見られた。 
 きっと…だろう きっと…だ きっと…る 必ず…だ 必ず…る その他 
母語話者 90% 3% 7% 0% 0% 0% 
学習者 39% 19% 11% 11% 5% 15% 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 
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   （20）明日はきっと晴れだ。 
   （21）明日はきっと晴れる。 
   （22）明日は必ず晴れだ。 
   （23）明日は必ず晴れる。 
 




共起する文末形式を調査した。調査結果は表 3 の通りである。 









   （25）今回必ず勝ちたい。 
   （26）今回必ず勝つぞ。 
 








をみると、日本語母語話者 60 名の回答の中に「～たい」が使われたのはわずか 5 例であ
るため、典型的な回答例ではないと考えてもいいだろう。それに対して、学習者の回答で
 必ず…る 必ず…たい きっと…たい きっと…る きっと…だ 必ず…だ その他 
母語話者 89% 8% 0% 0% 0% 0% 3% 
学習者 33% 24% 15% 10% 3% 3% 12% 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 














われ、それぞれの作成率は母語話者 85％、学習者 41％である。 
表 4 短文作成問題 3「指示・命令」用法の回答における共起表現のバリエーション 
 




   （27）連絡せずに会社を休むのを必ずしないでください。 
   （28）事前に連絡しないと必ず休めない。 



















母語話者 85% 0% 0% 0% 0% 0% 15% 
学習者 41% 25% 9% 8% 7% 6% 5% 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 
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方、日本語学習者には「きっと」を使用している例は 53 例あり、全体の 55％を占めてい
る。対して、「必ず」の使用例は 43 例あり、全体の 45％を占めている。それぞれの使用例
が 50％に近いため、この「必然」用法においては、「きっと」と「必ず」の使い分けは学
習者にとっては困難なところであると言えるだろう。 




答「きっと…V る」の使用例も「必ず…V る」の使用例も見られ、それぞれの使用率は 40％
と 35％である。また母語話者の回答に見られた推量表現「きっと…だろう」の使用例（3％）
も日本語学習者の回答にも 10 例（10％）がある。 
 
   （30）梅雨の時は必ず雨が降ります。 
   （31）梅雨の時はきっと雨が降ります。 











5）問題 5 「義務」用法 
 問題 5 は、学習者に、「必ず…なければならない」を用い、「卒業論文を提出する」とい
 きっと…る 必ず…る きっと…だろう 必ず…状態 きっと…状態 その他 
母語話者 0% 91% 3% 6% 0% 0% 
学習者 40% 35% 10% 5% 3% 7% 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 
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う事柄を 100%実現しければならないということを表してほしいということを調査主眼と
した。 






提出しましょう」のような勧誘文（2 例、全体の 3％）も見られた。 
一方、学習者は、38％（37 例）の学習者は「必ず…なければならない」の共起表現を使
用したが、31％（30 例）の学習者は「必ず…てください」の命令文を使って産出した。こ




























母語話者 85% 12% 0% 0% 0% 3% 
学習者 38% 31% 15% 5% 3% 7% 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 
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 本研究の調査対象者は習熟度の違いによって、日本語能力試験 N1 に合格している学習








に従って、JFL/N1 と JFL/N2 の各自の正用率を下記の図 1 に示した。 
 
上記の図 1 では、5 問とも N1 学習者の正用率は N2 学習者より高いように見えるが、
両グループの平均正用率の差が統計的に有意かどうかを確認するために、有意水準 1%で
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いる。該当人数の横の括弧には問題全体に占める割合を記入した。 
表 7 選択式問題（問題Ⅱ）の調査結果 
 
選択式問題の正用率を計算したところ、問題全体の平均正用率は 64.8％で、短文作成問








表 8 選択式の各問題における JFL/N1 と JFL/N2 の正誤率 
問題 
JFL/N1  JFL/N2  
正用 誤用 正用 誤用 
1 35（69%） 16（31%） 30（65%） 16（35%） 
2 34（67%） 17（33%） 23（50%） 23（50%） 
3 43（84%） 8（16%） 34（74%） 12（26%） 
4 32（63%） 19（37%） 16（35%） 30（65%） 
5 38（75%） 13（25%） 30（65%） 16（35%） 
 
また、選択式問題の回答状況と日本語能力レベルとの関連を考察した。上記、表 8 に
JFL/N1 と JFL/N2 の回答をまとめた。正用率を見たところ、3 つの傾向が見られた。ま
ず、N1 レベルの学習者の正用率は、N2 レベルの学習者の正用率より高い傾向にあるとい
うことである。また、N1 レベルの学習者の正用率は全て半数を上回ることである。最後
に、問題 4 の正誤率では、N1 レベルの学習者の正用率が過半数を超えているものの、N2
レベルの学習者の誤用率が過半数を超えていることである。N2 レベルの学習者にとって
は問題 4 の「必然」用法は一番困難なところであると言えるだろう。 
さらに、両グループの平均正用率を計算すると、JFL/N1 は 71.6％で、JFL/N2 の 57.8％
より高い。両グループの平均正用率の差が統計的に有意かどうかを確認するために、有意
水準 5%で両側検定の t 検定を行ったところ、t(8)＝2.636，p＜0.05 であり、JFL/N1 と
問題 正用 誤用 
1.彼は昨日調子がよかったので（きっと）勝っただろう。 65（67％） 32（33％） 
2.この前の試合で負けちゃったけど、今度こそ（必ず）勝って見せる。 57（59％） 40（41％） 
3.明日はとても大切な会議があるので、（必ず）10 時までに来てください。 77（79％） 20（21％） 
4.このあたりは冬になると（必ず）雪が降る。 48（49％） 49（51％） 
5.仕事中は（必ず）その場にいなければならない。 68（70％） 29（30％） 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 


































正用率 誤用率 正用率 誤用率 
推量用法 81％ 19％ 46％ 54％ 
意志用法 86％ 14％ 34％ 66％ 
指示・命令用法 92％ 8％ 45％ 55％ 
必然用法 78％ 22％ 39％ 61％ 
義務用法 95％ 5％ 41％ 59％ 
表 9 両タスクの比較結果 
中国語を母語とする日本語学習者における陳述副詞「きっと」と「必ず」の習得 
―中間言語知識体系の発達という視点から― 
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られた。そのタスクの形式による回答状況の違いはどのようなことを意味しているのであ





























































エリス, R（1988）『第 2 言語習得の基礎』株式会社ニューカレントインターナショナル 牧野
高吉 訳 
王冲（2004）「日本語陳述副詞『きっと』と中国語語気副詞“一定”との対照研究―日本語教
育における陳述副詞『きっと』の指導のために―」『人間文化論叢』7 巻 pp.325-334 お
茶の水女子大学大学院『人間文化論叢』編集委員会 
------（2005）「中国の大学日本語教育における副詞の指導への考え―『きっと』『必ず』の場合
―」『人間文化論叢』8 巻 pp.259-266 お茶の水女子大学大学院『人間文化論叢』編集委
員会  
------（2006a）「陳述副詞『きっと』の意味構造と日本語教育への応用可能性―認知言語学観点







- 53 - 
教育のために」お茶の水女子大学大学院人間文化研究科博士学位論文 （未公開） 
------（2014）「中国人日本語学習者の陳述副詞『必ず』の習得研究」『知性と創造:日中学者の
思考』No.5  pp.121-131 日中人文社会科学学会  
大神智春（1999）「タスク形式の違いによる中間言語の可変性」『第二言語としての日本語の習








ター日本語教育論集』7 pp.1-17 筑波大学留学生センター 




析―副詞の使用とその誤用傾向について―」『2005 年日語教学国際会議論文集』 pp.333- 
   344 台湾東呉大学日本語文学系  
張根壽（2002）「『必ず』の共起条件と意味」『筑波日本語研究』7 pp.48-62 筑波大学大学院
博士課程人文社会科学研究科日本語学研究室    
程焱（2015）「中国の大学日本語専門教育における学習者の『ベキダ』と『ハズダ』の使用意
識について―短文作成問題と選択問題に見られる誤用の分析結果から―」『日本語教育』
160 号 pp.110-126 日本語教育学会  
兪暁明（1999）『現代日語副詞研究』大連理工大学出版社 
Bialystok, E.（1978）A Theoretical Model of Second Language Learning. Language Learning 
28 pp.69-83 
------（1982）On the relationship between knowing and using linguistic forms . Applied 
Linguistics Learning 3 pp.181-206 
Firth, J. R. (1951) Mode of Meaning. Papers in Linguistics 1934-1951 （翻訳：『ファース言
語論集 1(1934-1951)』研究社出版 pp.190-215  大束百合子 訳） 
Krashen, S. (1976) Formal and informal linguistic environments in language acquisition 
and language learning. TESOL Quarterly 10 pp.157-168 
































                                    
2. あなたは今までの 2 回の試合で A さんに負けています。今回こそ勝ちたいです。 
質問：「きっと」、「必ず」のどちらかを使って、今回こそ勝ちたいという強い決心を
表してください。  




                                     
4. 梅雨時期は 100%といっていいほどたくさんの雨が降ります。 
質問：「きっと」、「必ず」のどちらかを使って、梅雨時期の天気の特徴をみなさんに 
紹介してください。 




                                     




1. 彼は昨日調子がよかったので（  a  ）勝っただろう。 
a）きっと  b）必ず  c）a と b どちらでもいい    d）a と b どちらもだめ 
  
2. この前の試合で負けちゃったけど、今度こそ（  b  ）勝って見せる。 
 a）きっと  b）必ず  c）a と b どちらでもいい    d）a と b どちらもだめ 
 
3. 明日はとても大切な会議があるので、（  b  ）10 時までに来てください。 
a）きっと  b）必ず  c）a と b どちらでもいい    d）a と b どちらもだめ 
 
4. このあたりは冬になると（  b  ）雪が降る。 
 a）きっと  b）必ず  c）a と b どちらでもいい    d）a と b どちらもだめ 
 
5. 仕事中は（ b ）その場にいなければならない。 
 a）きっと  b）必ず  c）a と b どちらでもいい    d）a と b どちらもだめ 
